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「民窯 (みんよう)」 とは、日々の生活のなかで使う器や道具などを焼く窯、また

はそのやきもの自体を指します。日本民藝館の創設者・柳宗悦(1889～ 1961)は

「普段使い」「下手物」といわれるものの美しさを具体的に示すために、皿や碗

(椀)などの食の器を取り上げて紹介しました。また、柳家の食卓では、民藝運動

を共に牽引した盟友・河井寛次郎や濱田庄司によるうつわが使われていました。

今回の展不では、愛知県の瀬戸焼をはじめとした全国の民窯のやきもの、

河井。濱田による食のうつわや日本民藝館展の入選作品を中心とした現代の職

人の手仕事によるものまで、当館が所蔵する食にまつわるやきものを紹介します。

噂
0特別展示「とよたの何を、民窯のうつわに盛って」
協力 :豊田市農産物ブランド化推進協議会

豊田市内の地産地食応援店にご協力いただき、広報とよた「旬レシピ」コーナーで

使用した当館所蔵の民窯のうつわを紹介します。

0記 念 講 演 会「 瀬 戸 本 業 窯 の こ れ ま で と こ れ か ら 」
日 時 :2025年 2月 22日 (■ )午後2時～3時半
講 師:水野雄介氏 (瀬戸本業窯 人代半次郎後継)
会 場:豊田市民芸館 (第 3民芸館)
聴 講:無料 *ただし会期中の観覧券の提示必要

*講演会終了後、水野さんを囲んでアフタートークを催します。(参加費100円・コービー1杯付)

定 員:先着50名 程度 (事前申込み不要)

0民窯のうつわ販売
販売予定:瀬戸本業窯 (愛知)、 出西窯 (島根)、 久高民藝店 (沖縄)

、しぃ沢
一食のうつわ―

豊田市本多記念民芸の森
森のアート展vo1 22

「揺れ動く輪郭―動的平衡 神尾和直」

2025年 1月 11日 (■)-3月 23日 (日 )

豊田市博物館
「和食～日本の自然、人々の知恵～J展
2025年 1月 18日 (■)-4月 6日 (日 )

豊田市美術館
玉山拓郎iF100r

2025年 1月 18日 (土)-5月 18日 (日 )

[電車の場合]

名鉄三河線平戸橋駅より徒歩約 15分

[お車ご利用の場合]

東海環状自動車道豊田勘八ICより約10分

猿投グリーンロード枝下ICよ り約10分

東名高速道路豊田ICよ り約30分

鞘

鞘

鞘
豊田耳嘲
〒470-0331

愛知県豊田市平戸橋町波岩86■ 00

TEL 0565-45-4039
httPs:〃、、、|・、、ア,mingeikan tOyota aichi.jp

1飛飽六寸皿 福閲県小石原(協力「ひようたん五平餅/立春大吉)、 2染分五寸皿 鳥取県牛ノ戸(協力:日月もなか/日月もなか穂本舗
"I村

屋)
3左 :と くさ文蓋付飯茶碗 右:麦棄手蓋付飯茶わ意愛知県瀬戸、4エ ッグベーカー 島根県湯町、5抱瓶 沖縄県壷屋、6錬鉢 福島県会津本郷

[表写真 左上から時計回りに]

八寸皿 沖縄県藍屋/四寸小皿 鳥取県牛ノ戸/染分五寸皿 鳥取県牛ノ戸/ス リップウェア角皿 島根県布志名/エッグベーカー 島根県湯町
飛,色六寸皿 福岡県小石原/角皿 薦児島県苗代川/平茶家 鹿児島県百代川/と くさ文蓋付飯茶碗 愛知県瀬戸/秦粟手蓋付飯茶碗 愛知県瀬戸
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″1辺 施設のご案内
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民芸館
前日公園駐車場

中部電力P
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案内看板
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道が狭いため
通行に注意

平戸橋西

?

豊田勘八iC>

平声橋駅
平戸大橋西

平戸橋医院

高橋


